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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代哲学の新分野である「分析アジア哲学」研究の一環として、大乗仏教の「空
」の思想の論理的・概念的な内実、即ち「空の論理」を、現代の非古典論理を用いて再解釈することで、空の思想その
ものを、現代的水準に照らしても十分に合理的・論理的な哲学的立場として再生させることを目指した。具体的には、
中国三論思想の「中」「仮」概念と、後期西田哲学の「絶対矛盾的自己同一」概念に着目し、それらが三値のパラコン
シスタント論理の枠内で再構築できることを示した。また分析アジア哲学研究の国際ネットワークの構築にも取り組ん
だ。

研究成果の概要（英文）：The logic of emptiness is the conceptual and logical structure of philosophy of 
emptiness of Mahayana Buddhism. This research project aimed to reformulate the logic of emptiness in 
terms of contemporary non-classical logic so as to revive the philosophy of emptiness as a cogent and 
viable theoretical option for the contemporary philosophical debates. In particular, concepts such as 
‘middle’ and ‘provision’ of Sanlun school of Chinese Buddhism and absolutely contradictory 
self-identity of the later Nishida are analyzed and reconstructed in the light of a three valued 
paraconsistent system. As one of the pioneering attempts of Analytic Asian Philosophy, a new field of 
contemporary philosophy, this project also tried to construct its international research network.

研究分野：哲学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景	

東アジア思想全般に大きな影響を及ぼした大

乗仏教の空の哲学、なかんずくその概念的・

論理的な内実をなす空の論理については、そ

れが現代の古典的な論理の枠組みからはみ出

すものであることが、しばしば指摘されてき

た。しかし空の思想ないし空の論理に関する

従来の国内外の研究においては、それらを現

代の非古典論理を用いて再解釈ないし再構築

するというアプローチは全く採用されず、古

典論理のみを唯一正しい論理だと見なした上

で、空の論理を「非合理」「不可解」と切っ

て捨てる論調すら見られた。	

	 一方、21世紀初頭、現代論理学における非

古典論理研究の進展と蓄積を背景として、東

アジアの空の思想の理論的背景の一つである

インドの仏教思想を、非古典論理の観点から

解釈する研究が、グレアム・プリーストとジ

ェイ・ガーフィールドによって始められた。

本研究の研究代表者は、2004年から両者との

共同研究を開始し、同様の手法を用いて、東

アジアの仏教思想である華厳思想に見られる

「即の思想」ないしは「即の論理」の非古典

論理的分析を行なった。この「即の論理」の

非古典論理的分析の過程において、東アジア

における「即」概念の間には、矛盾対立する

概念同士を結ぶ「概念即」と、別個に存在す

る個物同士を融合させる「個物即」という、

二種類の区別が可能であることが判明した。

そこで研究代表者は、前者、即ち「概念即」

を巡る論理構造を「空の論理」と名付け、そ

れに対する非古典論理的分析を志向するにい

たったのである。	

	 また研究代表者は、非古典論理などの現代

論理学や分析哲学の概念的道具立てを用いて

アジア思想を再解釈する研究動向を「分析ア

ジア哲学」と名づけたが、このような研究を

行なっている研究者は、世界的に見ても、ま

だ数少なく、その研究ネットワークも十分に

整備されていないのが現状であった。	

	

２．研究の目的	

（１）	東アジアの空の論理を現代の非古典

論理を用いて再構築することで、そ

れが、現代的水準に照らしても、十

分に合理的で論理的な構造を持って

いることを示す。	

（２）	また、その空の論理が、適切な論理

的枠組みの下で、科学等で用いられ

ている通常の論理と両立可能である

ことをも示す。	

（３）	そのことで、空の論理を概念構造とす

る空の思想そのものも、科学的世界観

とも両立可能で、理にかなった哲学的

立場であることを明らかにする。	

（４）	一方、東アジアの伝統的な空の論理が

非古典論理を用いて再構成可能であ

ることを示すことで、非古典論理その

ものの哲学的論理としての有効性を

実証する。	

（５）	また非古典論理的分析の結果、空の思

想が、真なる矛盾を許す哲学的立場で

ある「真矛盾主義」として再構成でき

ることを示すことで、真矛盾主義の新

たな理論的可能性を拓く。	

（６）	新分野である分析アジア哲学の国際

的な研究ネットワークを、特に東アジ

ア諸国を中心として構築する。	

	
３．研究の方法	

（１）	空の思想ないし空の論理が展開され

ている東アジア思想のテキストの読

解と分析。	

（２）	上記テキスト分析で得られた結果を、

現代の非古典論理を動員することで

論理的に再構成する。その際、必要に

応じて非古典論理の体系をテイラー

メード的に構築する。	

（３）	東アジアを中心とした各国の研究者

との共同討議を通じて、分析アジア哲

学研究の有望性を国際的に認知させ、



共同研究にむけた研究ネットワーク

を構築する。	

	
４．研究成果	

（１）本研究では、空の思想や論理を体現し

ている東アジアの思想として、中国の古典的

な仏教思想の一つである「三論思想」と、後

期西田哲学を取り上げ、それぞれが抱える論

理構造を、非古典論理の観点から再構築する

ことを目指した。	

①三論思想としては、吉蔵（549-623）に連

なる思想系譜を取り上げ、中でも『大乗玄論』

に焦点を当ることで、そのテキストで語られ

ている空の思想	/	論理のテキスト分析を行

なった。その際、同書に登場する三論思想の

キーワード「中」や「仮」の概念内容の分析

を行うとともに、同書に見られる「矛盾」表

現を収集・吟味し、それが真なる矛盾として

扱われているかどうかを検討した。	

	 その結果、同書における上記「中」「仮」

概念が、二項対立の超克を目指す超二項対立

的な思想を現すキーワードの役割を果たし

ていることを確認し、また同様に、同書にお

ける矛盾表現に対しても、矛盾対立する両概

念いずれもが「真」と見なされることで、結

果として、「真なる矛盾」という位置づけが

与えられていることを見定めた。	

	 このようなテキスト分析を踏まえ、同テキ

ストにおける空の論理を再構成する枠組み

として、矛盾を論理的に無害化するパラコン

シスタント論理のうち、古典的な二つの真理

に加え、（否定よって値が変わらない）否定

不動点真理値を有する三値の体系であり、そ

のうち二つを是値とするLPに着目した。LP

では、否定不動点真理値は是値の一つとされ、

「（ともに古典的な意味で）真かつ偽」と解

釈されていたが、本研究では、それを、「超

二項対立的真」と解釈し直し、古典的な「二

項対立的な真」と対置させた。結果として、

LPとは異なり、本研究が用いる体系（これを

LP*	と表記する）では、否定不動点是値によ

って表現される「超二項対立的真」と、古典

的な是値によって表される「二項対立的真」

という二種類の真理が登場することなる。そ

の上で、ある命題が超二項対立的な是値真理

値を持てば、その命題とその否定命題がとも

に真となることで、ある命題とその否定命題

のどちらか一方のみを主張し、他方を退ける

という二項対立的選択が回避されることに

なるのである。	

	 このようなLP*を枠組みとして、『大乗玄

論』を含む吉蔵系の三論思想の空の論理を再

構築することで、その論理が、二項対立を超

克するという思想的モチベーションに貫か

れた、極めて首尾一貫した体系であることを

示すことができた。そのことで、その論理を

骨格とする三論思想自体も、現代論理的には

否定不動点性によって表現できる「超二項対

立」を軸とする空の思想として、合理的に再

構成されたのである。	

	 真なる矛盾を認める現代哲学の一立場で

ある真矛盾主義では、従来、一貫して、真な

る矛盾に対して「真かつ偽」なる命題という

解釈が与えられてきた。これに対して、本研

究は、三論思想の再解釈を通じて、「超二項

対立的真」という、真なる矛盾に対する新た

な解釈を与えることに成功した。結果として、

真なる矛盾の解釈を多様化させることで、真

矛盾主義じたいの哲学的可能性を拡げるこ

とになったのである。	

②西田幾多郎の後期思想のキーワードの一

つが「絶対矛盾的自己同一」である。これは、

西田のタームの中でも、明示的に真なる矛盾

について語っている概念として論議を呼ん

できた。一方で、この概念を（例えば「夫」

と「妻」の間の関係のように）概念間の単な

る相補関係を表すものとして解釈すること

で、それを古典論理の枠内で再構成しようと

する試みもなされた。それに対して本研究で

は、矛盾を論理的に無害化する非古典論理の

体系であるパラコンシスタント論理を用い



て、「絶対矛盾的自己同一」を、その字義通

りに、真なる矛盾を認める概念として解釈す

ることを目指した。	

		 まず西田の後期テキストを読解すること

で、その哲学上のモチベーションの一つが（三

論思想と同様）二項対立の超克にあることを

読み取った上で、その超二項対立が、「二項

対立的な性質を有した互いに別個の個物(a,	

b)が、第三者の個物(c)と同一となることで、

その第三者において二項対立が乗り越えられ

る」という事態として表現されているとの解

釈を得た。(下図参照)	

	

	 このような「二項対立の乗り越え」を論理

的に表現するため、本研究では、上記のLP*

に加え、「非推移的な同一性」「非推移的な

（同一性に関する）ライプニッツ則」等の非

古典的な道具立てを導入し、「絶対矛盾的自

己同一」の非古典論理的再構築を試みた。こ

の再構築においては、後期西田が、単に（超

二項対立的に真と解釈された）真なる矛盾を

認めるのみならず、全ての矛盾（従って、全

ての命題）を真だとする「トリビアリズム」

という立場にコミットしていたという解釈が

得られた。	

	 上述のトリビアリズムは、通常、例えば「１

＋１＝３」や「太陽が地球の周りを回ってい

る」といった明らかに偽なる命題を、無差別

に「真」と見なす立場として批判されてきた。

このような批判を回避するため、本研究では、

特殊な「トゥルースメーカー意味論」を導入

した上で、「ある命題を真にする特定の実在」

を意味する「トゥルースメーカー」に、全て

の矛盾（従って、全ての命題）を無差別に真

とする「トリビアライザー」と、特定の命題

のみを真とする「ノン・トリビアライザー」

の区別を設定した。このような区別を導入す

ることで、「全ての命題が無差別に真となる」

というトリビアルな事態（トリビアリティ）

は、実在の一部にすぎない「トリビアライザ

ー」のみで起こっており、実在のそれ以外の

部分（「ノン・トリビアライザー」）では生

じていないという、トリビアリティの局所化

（コンパートメンタライゼーション）が実現

したのである。	

	 以上の論理的な装置を動員することで、後

期西田の立場は、いまや、無制限のトリビア

リズムではなく、局所化されたトリビアリズ

ムとして解釈されることとなり、例の「絶対

矛盾的自己同一」は、「トリビアライザー」

ないしは、そこで起こっている局所的なトリ

ビアリティと見なされることになった。この

ような解釈によって、後期西田の「絶対矛盾

的自己同一」概念が、真なる矛盾にコミット

しつつも、頑健で理にかなった一定の論理的

枠組みの中で再構成しうることが示されたの

である。	

	 またこのような後期西田解釈は、「局所化

されたトリビアリズム」という、トリビアリ

ズムの更なるバージョンを提案することで、

トリビアリズムに関わる現代哲学の議論に新

たな可能性を拓くことにも貢献した。	

③そうじて、本研究では、東アジアの空の思

想の基本的性格の一つが「超二項対立性」に

あると見なされ、その「超二項対立性」が、

「否定不動点是値」や「局所的トリビアリテ

ィ」といった現代の論理的ツールや概念によ

って十分合理的かつ説得的な仕方で表現可能

であることが示された。結果として本研究プ

ロジェクトは、分析アジア哲学の方法論の有

効性と有望性を国内外に示すと同時に、その

研究対象を東アジア思想に拡げる、一つの橋

頭堡の役割を果たすことになった。	

a	≠	b 

c 

= = 



（２）分析アジア哲学の国際研究ネットワー

ク構築に関しては、当初の予定であった東ア

ジアを超えて、東南アジアや南アジア、さら

には北米や欧州まで含めた、広範囲にわたる

ネットワーキングの成果が得られた。本研究

プロジェクトに関わる海外での発表は10カ国、

20回におよぶ（台湾（国立政治大学・国立陽

明大学・華梵大学・東呉大学・科技部人文社

会科学研究中心）・中国（北京外国語大学）・

韓国（延世大学）・オーストラリア（メルボル

ン大学）・シンガポール（シンガポール国立

大学）・タイ（シーナカリンウィロート大学・

マハーチュラロンコーンラージャヴィドゥャ

ラヤ大学）・インド（ジャダプール大学,		ラ

ビンドラ・バラーティ大学）・イギリス（オッ

クスフォード大学）・ドイツ（ヒルデスハイム

大学））。これらの講演先では、それぞれの講

演テーマに関する議論のみならず、分析アジ

ア哲学という新分野全般についての意見交換

が行われ、研究ネットワークを構築する継続

的な取り組みが具体化したケースも複数ある。

例えば、現在、国立政治大学（台湾）、シンガ

ポール国立大学、研究代表者の所属大学（京

都大学）との間で、定期的な学術会議の開催

が継続中であり、また東呉大学（台湾）の研

究グループとの学術交流も継続中である。さ

らに台湾の研究グループが、分析アジア哲学

の国際共同研究を行なうため、研究代表者の

下に若手研究者を派遣するプロジェクトを企

画している。	
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